
　京都府の南部に位置する八幡市立
中央小学校が全校を挙げてＩＣＴ活用
に着手したのは、１人１台端末が配備
された2021年度のことだ。校内のユ
ニバーサル・デザイン（以下、ＵＤ）化
を進めるＵＤ部の中に、ＩＣＴ活用の
活性化と研究を担う「ＧＩＧＡ部」を設
立。現・研究推進部部長の水谷智

ち

明
あき

先
生が部長となり、様々な試行をした。
　「端末が配備された１年目は、教員
がまず授業で端末を使ってみること
と、子どもが端末を使って楽しく学
べるようにすることを、全校で目標
としました。ＧＩＧＡ部はその達成に
向けて、様々な方法でＩＣＴ活用の普
及に努めました」（水谷先生）
　その１つは、ＧＩＧＡ部が隔週で発行
する「ＭＥＧＡ通信」だ。端末の操作テ
クニックや、授業支援ソフト・協働学
習ソフトの使い方、授業での実践例
などを紹介している。
　職員会議後には、毎月10～15分間
の「ミニ研修」を実施。端末を使いな
がら操作方法を説明したり、活用事
例を授業者に紹介してもらったりと、
すぐに授業で使える内容が中心だ。
　年４回の公開授業では、市内の他

校の教員も招き、丸１日かけて、８
～10クラスでＩＣＴを活用した授業
を公開。事後研究会では、アドバイ
ザーの大学教授も交えて、ＩＣＴの効
果的な活用法を議論する。

　それらの取り組み以上に、ＩＣＴ活
用が活性化した要因として教員アン

ケートで断然トップだったのが、職員
室での情報交換だ。ＩＣＴの使い方を
日常的に伝え合い、活用法の悩みには
皆で解決策を考える。教員の要望に応
じて、ＧＩＧＡ部がオリジナルの教材
を授業支援ソフトで作ることもある。
　「教員間の結束の強さは、本校の強
み」と、横山達雄校長は語る。
　「本校は、特別な支援を要する子ど
もの割合が多く、かつて府内でも生活
指導が困難な学校の１つでした。そこ
から、府の学力向上事業の指定を受
けて行った言語活動の研究を通じて、
先生方に一体感が生まれました。学年

開校　1976（昭和 51）年　
校長　横山達雄先生
児童数　272人　
学級数　12学級（うち特別支援学級５）
教員数　32人　

学習者用端末　タブレット型パソコン
通信環境　無線 LAN　
通信速度　約120 Gbps
その他の ICT 機器　大型モニター
ICT 担当教員　４人（GIGA 部）
ICT 校内研修　年３〜４回程度　
ICT 支援員　週１日、１人
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「ＧＩＧＡ部」と４教科の研究ブロックが
議論して練り上げる公開授業で、
「教科の本質」に迫るＩＣＴ活用に発展
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市立中央小学校

京都府八幡市立中央小学校では、2021年度、１人１台端末の配備に伴い「ＧＩＧＡ部」を設立。全校を挙げて行う公開
授業や、活発な校内研修によって活用法を広げ、教員のＩＣＴスキルの向上に努めてきた。その結果、授業でのＩＣＴ活
用率は９割を超え、授業に欠かせないツールの１つとなった。2022年度からは、教科の本質に迫るＩＣＴの活用ができ
ているかといった視点で授業研究を行い、ＩＣＴの活用を進化させている。

校長

横山達雄
よこやま・たつお

2015年度に教頭として赴任。
2021年度から現職。

GIGA部　部長

岡村淳史
おかむら・あつし

同校に赴任して９年目。
特別支援学級担任。

研究推進部　部長

水谷智明
みずたに・ちあき

同校に赴任して７年目。
体育科、５学年担任。

実践事例で見る 

学び学びののnext
第2 回

ＩＣＴを高活用な最大の要因は
職員室での日常的な情報交換

「まずは使ってみる」を目標に、
試行錯誤した１年目
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を超えて児童の情報を共有し、ＵＤの
視点で各教室の掲示物の配置を統一
するなど、教員がワンチームとなって
子どもたちを育ててきました。そうし
た学校文化があったことで、ＩＣＴ活
用においても教員間の目線を合わせ
やすかったのだと思います」
　授業のＵＤ化の一環として、短時
間の「フリー公開授業」も隔週程度
で行っている。ＵＤの視点で着目し
てほしい授業について指導案を提示
し、該当する10～15分間だけを見に
来てもらう。短時間の公開とするこ
とで、できるだけ多くの教員が参加
しやすいよう配慮している。
　一連の取り組みにより、学校全体
のＩＣＴ活用率は９割＊１を超えた。Ｇ
ＩＧＡ部部長の岡村淳史先生は、ＩＣ
Ｔを活用した授業で子どもが成長す
る手応えを感じられたことも、活性
化を後押ししたと語る。
　「紙に感想を書いていた時には『楽
しかった』と一言しか書いていなかっ
た特別支援学級の子どもが、端末には
数百字にもわたって自分の思いを入
力するようになりました。子どもの資
質・能力を高める上で、ＩＣＴには大
きな可能性があると実感しています」

　授業でのＩＣＴ活用が一通り浸透し
たことから、2022年度は、若手教員
の成長促進と、特定の教員への業務
集中の解消をねらいとして、ＧＩＧＡ
部をＵＤ部から独立させて単独の部
にした。岡村先生を部長とし、４人体
制（低・中・高学年、特別支援学級
から各１人）で、引き続きＩＣＴ活用
の活性化と研究に取り組んでいる。
　校内研究は、教科の本質に迫り、「子
どもの学びに効果的なＩＣＴの活用が
できているか」に着目して行ってい

る。研究推進部は、国語、算数、理
科・生活、社会の４ブロックを設置
し、全教員がいずれかの得意教科の
ブロックに所属（図１）。少人数で、
濃密な検討ができるようにした。
　ＩＣＴを活用する公開授業の指導案
はブロックごとに作成し、事前にＧＩ
ＧＡ部と相談会を実施する（図２の
⑤）。そこでは、教科の本質に迫る形
でＩＣＴを使えているか、「主体的・
対話的で深い学び」につながってい
るか、ＩＣＴを使うことでかえって
授業の効率が悪くなっていないかと
いった視点で指導案を検討する。
　例えば、国語ブロックは、教科書
の全文を端末に表示し、重要な表現
に罫線を引く活動を提案。それに対
してＧＩＧＡ部は、端末に全文を示す
と文字が小さくなって読みづらいた
め、Ａ３用紙に印刷して配布した方
が読みやすいのではないかと伝えた。
算数ブロックには、グラフの描き方

は授業中に教えるよりも、見本の動画
を作成し、授業支援ソフトにリンク
を貼った方が効果的で、子どもも繰
り返し見ることができると提案した。
　「ＩＣＴの有効な使い方にこだわる
ことで、身につけさせたい資質・能力
は何か、教科の本質に迫る議論まで
できるようになりました」（岡村先生）
　各ブロックは、ＧＩＧＡ部からの提
案を踏まえて指導案を完成させ、学
校全体で共有してから公開授業を行
う。そして、公開授業後には、ブロッ
クごとに振り返りを行い、そこで挙
がった課題や改善点を学校全体で共
有し、授業改善につなげている。

　教科の本質に迫るため、授業支援
ソフトや協働学習ソフトの使い方に
も工夫を凝らしている。

１か月前

①日程決定

②研究ブロック
会議

③授業者決定

事前研究まで

④授業準備

⑤ＧＩＧＡ部が
相談会を実施

⑥授業内容の
８割決定

事前研究

⑦研究ブロック
で授業検討

⑧全体共有

事後研究

⑩研究ブロック
ごとに振り返り

⑪全体共有

⑫アドバイザーの
　大学教授と議論

国語ブロック 算数ブロック

研究推進部長

社会ブロック

•研究推進部員
　（ブロック長）

•教務主任
•基礎学部員１人
•ＵＤ部員２人
•ＧＩＧＡ部員１人

•研究推進部員
　（ブロック長）

•基礎学部長
•基礎学部員２人
•ＵＤ部員1人
•ＧＩＧＡ部員１人

•研究推進部員
　（ブロック長）

•ＵＤ部長
•基礎学部員２人
•ＵＤ部員1人
•ＧＩＧＡ部員１人

•研究推進部員
　（ブロック長）

•ＧＩＧＡ部長
•基礎学部員２人
•ＵＤ部員２人

⑨
授
業
公
開

理科・生活ブロック
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※中央小学校の提供資料を基に編集部で作成。

公開授業の流れ図２

＊１　2022年６月における、ベネッセの授業支援ソフトのＷＡＵ（週間アクティブユーザー数）は 93.4％。

ＩＣＴで授業準備や説明を効率化。
捻出された時間は学習活動に充当

２年目は、教科の本質に迫る
ＩＣＴ活用を模索

各ブロックに研究推進部の教員を配置してブロック長とし、各部の部長は４ブロックに分散させた。
そして、各部のメンバーも１〜２人を、各ブロックに配置した。
※中央小学校の提供資料を基に編集部で作成。

校内研究の体制図１
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授業リポート

　国語の授業では、文の構成や順序
について学べるよう、授業支援ソフ
トで作成したオリジナル教材に、授業
冒頭の５分間で取り組んでいる。キー
ワードを書いた短冊を複数枚用意し、

素材文を読んでから、読み取った構
成の通りに短冊を並べ替えるという
活動だ（図３）。文章の構造を理解し、
著者の主張を読み取る学習となる。
　「紙の場合、子どもの人数分の短冊

を用意するのに時間がかかるため、
なかなか実行に移せませんでした。
それが、授業支援ソフトなら、簡単
に短冊を準備できる上に、視覚優位
の子どもも紙の短冊を動かす感覚で、

３年生　体育の授業 「器械運動（後転）」　

習熟度別の練習メニューと、動画のチェックで弱点を克服

VIEW next ONLINE では、水谷先生の体育の授
業を動画でご覧いただけます。 右記の２次元コードからも

アクセスできます。

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

VIEW next ONLINE 検索

CMYK  1122001_VIEW next　教育委員会版　Vol.2_ 

1

校 

2

校 _根木<P31>

	 1	 めあての確認、準備運動 ６分間

	 4	 成功のコツを全体で確認５分間

	 2	 練習メニューを選択 ２分間

	 5	 動きを撮影して確認 15分間

	 3	 各自で個別に練習 12分間

	 6	 本時の振り返り ５分間

器械運動の後転（全３回）の３時間目。水
谷先生が、本時のめあて「後転ができるよ
うになるために、自分に合った練習方法を
選び、意欲的に練習する」を伝えた後、本
単元でよく使う動きを含む６種目の準備運
動を行った。

いったん全員集合。手本の動画を見せなが
ら、「頭を丸めて、おへそを見よう。帽子
を足にはさんで」などと成功のコツを確認。
練習を再開すると、うまく回れる子どもが
増えた。どうしてもうまく回れない子ども
は、手本用マットに呼び、個別に指導。

子どもたちは、各自の端末で、前時に録画
した自分の動きを確認。手がつけられてい
ない人は２番の練習、足が閉じていない人
は３番の練習など、フローチャート（図４）
に基づいて、４つの練習メニューから、自
分に合ったものを選んだ。

水谷先生は、「自分の動きをもう一度確か
めよう」と声をかけ、動きを動画で撮影し
合うように指示。同じ練習メニューの子ど
も同士で協力して、正面と横から端末で撮
影し合った。そして、自分の動きをスロー
再生で再確認した後、練習を続けた。

４つの練習メニュー別にグループを組み、
グループごとに個別練習を開始。水谷先生
は各マットを回りながら、「手のひらは上！」
などと個別に指導していった。同じ課題の
子どもが集まっているので、互いにアドバイ
スし合いながら、熱心に練習を続けた。

「足で着地できた」「右足が少し早かった」
など、子どもは本時の振り返りを端末に入
力し、動画とともに指導者用端末に送信。
水谷先生は動画を確認し、特に上達した子
どもを取り上げ、「上手にお尻がつけるよう
になったね」と上達のポイントを解説した。

で

ＩＣＴ活用授業の実践動画を公開
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楽しみながら読解力を高めることが
できています」（水谷先生）
　体育の授業では、子ども同士で運
動の様子を端末で動画撮影し合い、
自分のフォームをスロー再生で確認
したり、動きの手本の動画を視聴し
たりすることに活用している。最大
のメリットは、説明の時間が短縮さ
れ、体育科本来の目的である運動量
を十分に確保できる点だ。
　例えば、器械運動で後転を学ぶ授
業（授業リポート1〜6参照）では、
水谷先生が作成した練習メニューの
フローチャート（図４）に従って、「手
がしっかりつけているか？」→「でき
ない」→②の練習、「足がとじている
か？」→「できない」→③の練習とい
うように、自分の習熟度に合った練習
を選べるようにした。そして、手本の
動画で動きを確認してから、同じ練習
メニューを選んだ子ども同士が集ま
り、４つのマットに分かれて練習した。
　「私が４つの練習方法を１つずつ実
演すると、それだけで１時間が終わっ
てしまいます。端末を使うとそれら
の説明が省けるので、４つの練習を同
時に展開することができました。ま
た、自分で練習方法を選んでスキル
を習得した経験は、自己分析力や、生

涯にわたって運動を続ける力や意欲
を育むことにもつながります。生涯ス
ポーツの観点からも、体育科の本質に
迫る授業ができました」（水谷先生）

　子どもへのアンケートでは、約９
割が「タブレットを使った授業が好
き」と答え、その理由では「授業が
分かりやすくなるから」が最も多かっ
た。教員もまた、ＩＣＴ活用が子ども
の学力向上につながっていることを
実感している。教員アンケートの結
果では、「準備が大変」といった否定
的な意見は少なく、「子どものやる気
が向上した」「もっと活用していきた
い」「学力向上に一役かっている」と
回答する教員が多かった（図５）。
　以前はテストや振り返りなどが早
く終わった子どもは手持ち無沙汰
だったが、今は、デジタルドリルに取
り組むようにしたことで、教室の雰囲
気は以前に増して落ち着いたという。
　「教員同士の仲がよく、温かい雰囲
気の中で子どもが生き生きと学校生
活を送ることができるのは、本校の
大きな魅力です。これからも、先生

や子どもにとってアットホームな〝あ 
たたかい学校”をつくっていきたい
です。そうした中で、ＩＣＴ活用を通
じて自分の成長を実感し、学ぶ楽し
さを知る経験は、卒業後も学び続け
る意欲や力を子どもに与えてくれる
はずです。目先の点数にとらわれず、
教科の本質に迫る授業を追究してい
きたいと思います」（横山校長）

●昨年度と今年度で、タブレットを
活用して授業をした印象（複数回答）
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※2022年７月実施。
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＊２　モニタリング機能や、画面共有機能などで授業を支援する、ベネッセの「ミライシード」のアプリケーション。　

実践事例で見る 
学び学びののnext

右の素材文を読み、左の６枚の短冊を並び替えて、あらすじを作る
というオリジナル教材をオクリンク＊２で作成（製作時間15分）。
※中央小学校の提供資料をそのまま掲載。

国語のオリジナル教材図３

自分がどこまでできているかを確認することで、どの練習をすればよい
かが分かるフローチャートと各練習動画をオクリンクで作成（製作時間
10分）。� ※中央小学校の提供資料をそのまま掲載。

後転の練習メニューを選ぶフローチャート図４

※中央小学校の提供資料を基に編集部で作成。

教員アンケートの結果図５

ＩＣＴは、子どもの学習意欲や
学力の向上に欠かせないと実感
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